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賛否の分かれた議案の個人別賛否の状況

※伊藤清一郎議員は議長のため賛否を表していません。　　　　　　　　　　　○：賛成　　×：反対
※会派名の共産党は日本共産党議員団の略

第 ４ 回 定 例 会
　第４回市議会定例会を９月４日から９月30日までの27日間を会期として開きました。
　知多市災害派遣手当等に関する条例の一部改正についてをはじめ９議案を可決、報告２件を受理、同
意案１件に同意、意見書３件を可決し、議員派遣を議決しました。
　また、令和５年度知多市一般会計歳入歳出決算をはじめ特別会計、企業会計を含む５会計の決算を認
定または可決し、閉会しました。

件                  名 付託委員会名 委員会結果 本会議議決結果

議案24　知多市災害派遣手当等に関する条例の一部改正について 総　　務 可決（全員） 可決（全員）

議案25　財産の取得について（水槽付消防ポンプ自動車） 総　　務 可決（全員） 可決（全員）

議案26　財産の取得について（消防ポンプ自動車） 総　　務 可決（全員） 可決（全員）

議案27　知多市国民健康保険条例の一部改正について 福祉文教 可決（全員） 可決（全員）

議案28　愛知県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について 福祉文教 可決（全員） 可決（多数）

議案29　市道路線の認定について － － 可決（全員）

議案30　令和６年度知多市一般会計補正予算（第３号）
総　　務
福祉文教
建設経済

可決（多数）
可決（全員）
可決（全員）

可決（多数）

議案31　令和６年度知多市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 福祉文教 可決（全員） 可決（全員）

議案32　令和６年度知多市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 福祉文教 可決（全員） 可決（全員）

報告９　市長専決処分事項の報告について
（給付金支払請求が未処理のまま時効を経過したことによる
損害賠償の額の決定及び和解）

－ － 受理

報告10　令和５年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について － － 受理

認定１　令和５年度知多市一般会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別 認定（全員）認定（多数）

認定２　令和５年度知多市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別 認定（全員）認定（全員）

認定３　令和５年度知多市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別 認定（全員）認定（多数）

認定４　令和５年度知多市水道事業会計利益の処分及び決算認定に
ついて 決算審査特別 可決及び

認定（全員）
可決及び

認定（全員）

認定５　令和５年度知多市下水道事業会計利益の処分及び決算認定
について 決算審査特別 可決及び

認定（全員）
可決及び

認定（全員）

同意３  教育委員会委員の任命について － － 同意（全員）

意見書２国の私学助成の拡充に関する意見書について － － 可決（全員）

意見書３刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書について － － 可決（全員）

意見書４定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制
度の堅持及び拡充を求める意見書について － － 可決（全員）

　　　　議員派遣について － － 可決（全員）

※議案の概要は、知多市ホームページ内の市議会のページに掲載しています。

９月議会

議案審議結果

会派名 創　政　会 市 民 ク ラ ブ
公明党

議員団
松風会

新
緑
知
多

共
産
党

議員名

議案名

髙
橋

至

竹
内
祥
浩

髙
橋
直
之

安

島

崇

展

伊
藤
正
明

石
濵
隼
人

伊
藤
清
一
郎

渡
邉
眞
弓

中
山
貴
弘

藤
沢

巌

林

正
則

藤
井
貴
範

小
浦
智
夫

泉

清
秀

服

部

洋

志

冨
田
一
太
郎

川
脇
裕
之

久
野
た
き

議案28 〇 ○ ○ ○ ○ ○
議　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ×

議案30 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ × ×

認定１ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ × ×

認定３ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ×
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議
案
第
25
号
関
係

現
行
の
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

装
備
を
外
し
公
売
に
て
売
払
い
予
定

　
　

現
行
の
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

知
多
市
消
防
署
な
ど
の
文
字
を
消
し
、
赤
色

灯
や
サ
イ
レ
ン
な
ど
緊
急
車
両
と
し
て
の
要
件

を
満
た
す
装
備
を
外
し
、
公
売
に
て
売
払
い
を

行
う
予
定
で
す
。

議
案
第
30
号
関
係

新
庁
舎
建
設
工
事
の
財
源

国
庫
補
助
金
や
地
方
債
な
ど
を
予
定

　
　

国
か
ら
の
財
政
支
援
や
地
方
交
付
税
措
置
な

ど
も
含
め
て
、
新
庁
舎
建
設
工
事
費
に
お
け
る

財
源
と
支
出
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

財
源
は
、
国
庫
補
助
金
２
７
０
０
万
円
、
地

方
債
66
億
９
０
７
０
万
円
、
基
金
と
し
て
公
共

施
設
等
整
備
基
金
22
億
３
０
３
０
万
円
の
充
当

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

地
方
債
に
関
し
て
は
、
普
通
交
付
税
の
基
準

財
政
需
要
額
に
、
元
利
償
還
金
の
一
部
が
算
入

さ
れ
る
緊
急
防
災
減
災
事
業
、
脱
炭
素
化
推
進

事
業
な
ど
の
利
用
に
つ
い
て
調
整
を
進
め
て
い

ま
す
。

議
案
第
30
号
関
係

新
舞
子
児
童
遊
園
地
の
遊
具
更
新

塩
害
に
強
い
素
材
を
採
用

　
　

児
童
遊
園
地
遊
具
更
新
工
事
費
の
詳
細
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
　

新
舞
子
児
童
遊
園
地
に
お
い
て
、
既
設
の
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
を
含
む
遊
具
２
基
を
撤

去
し
た
後
、
滑
り
台
、
う
ん
て
い
な
ど
か
ら
な

る
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
１
基
を
設
置
す
る

も
の
で
す
。
海
に
近
い
と
い
う
設
置
条
件
を
考

慮
し
、
塩
害
に
強
い
耐
候
性
素
材
を
使
用
し
ま

す
。
工
事
完
了
は
令
和
７
年
３
月
下
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

議
案
第
30
号
関
係

小
学
校
空
調
設
備

天
井
つ
り
型
４
馬
力
を
選
定

　
　

小
学
校
空
調
設
備
整
備
工
事
で
設
置
す
る
空

調
設
備
の
規
模
と
費
用
の
算
定
根
拠
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　

既
存
の
空
調
設
備
と
同
等
規
模
の
も
の
を
選

定
し
て
お
り
、
天
井
つ
り
型
の
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
エ
ア
コ
ン
４
馬
力
３
台
で
す
。
算
定
根
拠

は
、
見
積
徴
収
及
び
実
績
に
よ
り
積
算
し
て
い

ま
す
。

議
案
第
30
号
関
係

信
濃
川
東
部
２
号
公
園
整
備
工
事

住
民
に
配
慮
し
フ
ェ
ン
ス
を
変
更

　
　

公
園
等
施
設
改
良
工
事
費
の
補
正
の
詳
細
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

信
濃
川
東
部
２
号
公
園
整
備
工
事
に
お
い
て
、

隣
接
す
る
住
宅
地
の
住
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
の
た
め
、
住
宅
地
側
の
フ
ェ
ン
ス
の
仕
様

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
予
定

し
て
い
た
高
さ
１
・
５
ｍ
の
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン

ス
を
、
高
さ
２
・
２
ｍ
の
目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
に

変
更
し
ま
す
。
な
お
、
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
延
長

は
１
１
４
ｍ
で
す
。

議
案
第
30
号
関
係

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
外
壁
改
修

現
地
調
査
に
基
づ
き
工
事
費
を
増
額

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
外
壁
改
修
工
事
費
の
増

額
の
詳
細
内
容
及
び
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
　

内
容
は
、
設
計
業
者
に
よ
る
現
地
調
査
結
果

を
踏
ま
え
た
工
事
の
変
更
に
よ
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
資
源
搬
入
時
の
市
民
の
安
全
や

資
源
搬
出
作
業
に
よ
り
配
慮
し
た
足
場
組
み
へ

の
変
更
、
塗
料
の
飛
散
防
止
に
有
効
な
養
生
方

法
へ
の
変
更
、
下
地
に
係
る
材
料
変
更
、
補
修

箇
所
の
追
加
な
ど
で
す
。
ま
た
、
資
機
材
な
ど

の
物
価
高
騰
も
あ
り
ま
す
。

　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
10
月
に
業
者
選
定
後
、

契
約
を
締
結
し
、
工
期
は
令
和
７
年
３
月
下
旬

ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

平ひ
ら

松ま
つ　

毅
た
け
し

氏
（
八
幡
字
荒
古
後
）

　

山や
ま

室む
ろ

栄え
い

治じ

氏
（
つ
つ
じ
が
丘
１
丁
目
）

　

安あ
ん

藤ど
う

里さ
と

美み

氏
（
岡
田
字
久
平
）

　

瀬せ

古こ

誠よ
し

治は
る

氏
（
新
舞
子
字
竜
）

▼
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　

谷た
に

口ぐ
ち

静し
ず

子こ

氏
（
西
巽
が
丘
１
丁
目
）

　

近こ
ん

藤ど
う

信し
ん

吾ご

氏
（
新
知
字
門
田
）

　

安あ
ん

島じ
ま

良よ
し

和か
ず

氏
（
岡
田
字
向
山
）

　

石い
し

井い

秀ひ
で

典の
り

氏
（
長
浦
２
丁
目
）

▼
教
育
委
員
会
委
員

　

竹た
け

内う
ち

直な
お

哉や

氏
（
岡
田
字
笹
根
）

議
案
の
審
議
及
び
審
査
状
況

　

９
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
査
状
況
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
委
員
会

委
員
長　

石
濵
隼
人　

副
委
員
長　

安
島
崇
展

委　

員　

小
浦
智
夫　

川
脇
裕
之　

林　

正
則

　
　
　
　

渡　

眞
弓

福
祉
文
教
委
員
会

委
員
長　

中
山
貴
弘　

副
委
員
長　

泉　

清
秀

委　

員　

竹
内
祥
浩　

髙
橋
直
之　

伊
藤
清
一
郎

　
　
　
　

冨
田
一
太
郎

新庁舎の完成予想図

建
設
経
済
委
員
会

委
員
長　

藤
井
貴
範　

副
委
員
長　

髙
橋　

至

委　

員　

服
部
洋
志　

伊
藤
正
明　

藤
沢　

巌

　
　
　
　

久
野
た
き

人　

事　

案　

件
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▼
再
審
法
改
正
へ
の
賛
同
の
お
願
い

　

・
提
出
者　

愛
知
県
弁
護
士
会
会
長
の
伊い

藤と
う

倫み
ち

文ふ
み

さ
ん

▼
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を
軽
減
し
、
学
費
負

担
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
知
多
市
独

自
の
授
業
料
助
成
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

書
▼
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

▼
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

　

・
提
出
者　

半
田
市
の
村む
ら

林ば
や
し

渉
わ
た
る
さ
ん
、
私
学

を
よ
く
す
る
愛
知
父
母
懇
談
会
会
長
の
日ひ

比び

野の　

久
ひ
さ
し
さ
ん
、
愛
知
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
会
長
の
西に

し

手で

尚な
お

子こ

さ
ん

▼
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め

る
陳
情
書

　

・
提
出
者　

知
多
市
教
員
組
合
執
行
委
員
長
の

平ひ
ら

松ま
つ

照あ
き

浩ひ
ろ

さ
ん

▼
「
再
審
法
（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
）」
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
再
度
の
お
願
い

　

・
提
出
者　

再
審
法
の
改
正
を
め
ざ
す
知
多
半

島
市
民
の
会
共
同
代
表
の
稲い
の
う生
昌

し
ょ
う

三ぞ
う

さ
ん
、

古ふ
る

田た　

明
あ
き
ら
さ
ん
、
篠し

の

原は
ら

俊と
し

彦ひ
こ

さ
ん

　

令
和
５
年
度
の
各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
集
中

的
に
審
査
す
る
た
め
、
９
月
９
日
の
市
議
会
定
例

会
で
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

付
託
を
受
け
た
５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
は
じ
め
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
含
む
５
会
計

の
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
18
日
・
19
日
・
20
日
の

３
日
間
、
同
委
員
会
を
開
催
し
て
審
査
を
行
っ
た

結
果
、
５
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
認
定
ま
た
は

可
決
し
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
決
算
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

11
月
号
の
広
報
ち
た
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
併
せ
て
御
覧
く
だ
さ
い
。

〔
委
員
会
構
成
〕

委
員
長　
　

石
濵
隼
人

副
委
員
長　
　

藤
沢　

巌

委　
　

員　
　

髙
橋
直
之　

服
部
洋
志

　
　
　
　
　
　

小
浦
智
夫　

安
島
崇
展

　
　
　
　
　
　

藤
井
貴
範

〔
審
査
の
経
過
〕

（
一
般
会
計
）

　

質
問
件
数　

３
８
１
件

（
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
）

　

質
問
件
数　

24
件

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
）

　

質
問
件
数　

６
件

（
水
道
事
業
会
計
）

　

質
問
件
数　

24
件

（
下
水
道
事
業
会
計
）

　

質
問
件
数　

21
件

※
本
会
議
に
お
け
る
討
論
の
件
数

（
一
般
会
計
）

　

反
対
討
論
２
件
、
賛
成
討
論
１
件

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
）

　

反
対
討
論
１
件

　

特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
状
況
の
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　

県
支
出
金

県
の
補
助
制
度
を
活
用
し

Ｓ
Ｓ
Ｗ
な
ど
５
人
を
配
置

　
　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）

活
用
事
業
費
補
助
金
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　

Ｓ
Ｓ
Ｗ
３
人
と
、
よ
り
専
門
的
な
立
場
か
ら

Ｓ
Ｓ
Ｗ
に
助
言
・
指
導
を
す
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
２
人
へ
の
報
酬
及
び
謝
金
に
対
す
る
県
か

ら
の
補
助
金
で
、
補
助
率
は
３
分
の
１
で
す
。

陳　

情　

紹　

介

議会活動レポート

常任委員会

　常任委員会は、その所管に属する事務を調査する権限（所管事務調査）があり、９月定例会に 

おける委員会では、次の所管事務調査を行いました。

○　総　務　委　員　会：令和６年能登半島地震に係る被災住家の被害認定調査業務支援について

○　福祉文教委員会：アクアマリンプラザにおける水泳授業について

○　建設経済委員会：市公式ＬＩＮＥによる道路破損の通報システムについて

令
和
５
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計　

決
算
認
定

一　

般　

会　

計

審 

査 

の 

概 

要
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認
定
議
案
第
１
号
関
係　

総
務
費

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
向
け

10
業
務
の
運
用
方
法
を
検
討

　
　

情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
準
備
委
託
料
に
関
し

て
、
標
準
化
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
20
業
務
の

う
ち
、
住
民
基
本
台
帳
、
税
、
国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
な
ど
の
10
業
務
に
つ
い
て
新
た
な
運

用
方
法
の
検
討
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
今
年
度
、
障
が
い

者
福
祉
、
児
童
手
当
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

な
ど
の
10
業
務
に
つ
い
て
新
た
な
運
用
方
法
の

検
討
を
行
い
、
令
和
７
年
度
に
次
期
シ
ス
テ
ム

を
構
築
、
８
年
２
月
に
移
行
予
定
で
す
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　

民
生
費

要
介
護
３
以
上
の
方
を
対
象
に

高
齢
者
個
別
避
難
計
画
を
作
成

　
　

高
齢
者
個
別
避
難
計
画
作
成
委
託
料
の
内
容

及
び
作
成
件
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

災
害
時
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支

援
体
制
構
築
を
促
進
す
る
た
め
、
個
別
避
難
計

画
の
作
成
を
福
祉
専
門
職
に
委
託
す
る
も
の
で

す
。
令
和
５
年
度
は
、
旭
北
地
区
を
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢

者
世
帯
登
録
者
の
う
ち
、
要
介
護
３
以
上
の
方

を
対
象
に
、
４
件
分
を
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

に
委
託
し
ま
し
た
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　

衛
生
費

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ち
た

推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
に
セ
ミ
ナ
ー
実
施

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ち
た
推
進
パ
ー
ト
ナ 

ー
シ
ッ
プ
制
度
運
営
支
援
委
託
料
の
委
託
内
容

と
実
績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ち
た
推
進
パ
ー
ト
ナ 

ー
を
対
象
に
行
う
、
脱
炭
素
に
関
す
る
セ
ミ
ナ 

ー
の
運
営
支
援
で
す
。

　
　

実
績
と
し
て
は
、
令
和
５
年
８
月
４
日
に
勤

労
文
化
会
館
や
ま
も
も
ホ
ー
ル
で
、
勉
強
会
及

び
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
27
の
推
進
パ 

ー
ト
ナ
ー
の
う
ち
21
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
、
33

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　

労
働
費

首
都
圏
か
ら
の
移
住
・
就
業
支
援

５
年
度
の
支
援
金
交
付
実
績
は
１
件

　
　

首
都
圏
人
材
確
保
支
援
事
業
交
付
金
の
事
業

内
容
と
実
績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

市
内
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
及
び
中
小
企

業
等
の
人
手
不
足
の
解
消
に
資
す
る
た
め
に
、

就
業
を
目
的
と
し
た
市
内
へ
の
移
住
者
に
対
し

て
支
援
金
を
交
付
す
る
事
業
で
す
。
補
助
額
は
、

単
身
で
の
移
住
の
場
合
は
60
万
円
、
世
帯
の
場

合
は
１
０
０
万
円
で
、
18
歳
未
満
の
者
１
人
に

つ
き
30
万
円
を
加
算
し
ま
す
。
主
な
要
件
は
、

通
算
５
年
以
上
東
京
23
区
内
に
在
住
し
、
通
勤

し
て
い
た
こ
と
な
ど
で
す
。
令
和
５
年
度
の
交

付
実
績
は
、
18
歳
未
満
の
者
１
人
を
含
む
１
世

帯
に
対
す
る
１
件
で
す
。

 

認
定
議
案
第
１
号
関
係　

農
林
水
産
業
費

大
草
排
水
機
場
の
排
水
ポ
ン
プ

整
備
費
用
の
う
ち
市
負
担
率
は
30
％

　
　

土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
負
担

金
の
内
容
及
び
負
担
率
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

大
草
排
水
機
場
の
排
水
ポ
ン
プ
の
２
回
目
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
分
解
整
備
）
を
令
和
５
年

度
、
６
年
度
に
実
施
す
る
た
め
の
特
定
財
源
の

確
保
を
図
る
た
め
の
負
担
金
で
す
。
負
担
率
は

30
％
で
す
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　

商
工
費

電
子
商
品
券
の
導
入
に
よ
り

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
普
及
に
効
果
あ
り

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
委
託
料
に
関
し

て
、
電
子
商
品
券
の
導
入
の
効
果
と
今
後
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
85
・
２
％
か
ら

好
意
的
な
回
答
を
得
て
お
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
普
及
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
よ
か
っ
た
、

お
お
む
ね
よ
か
っ
た
、
と
い
う
好
意
的
な
回
答

が
82
・
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
者
か
ら
も

一
定
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

今
後
も
、
商
品
券
を
発
行
す
る
場
合
に
は
、

引
き
続
き
電
子
商
品
券
の
発
行
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　

土
木
費

１
２
９
２
件
の
訪
問
調
査
を
実
施
し

７
６
６
件
を
空
家
等
候
補
と
判
定

　
　

空
家
等
実
態
調
査
委
託
料
に
よ
る
調
査
の
実

績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

空
き
家
と
見
込
ま
れ
る
物
件
を
洗
い
出
す
た

め
、
市
で
把
握
し
て
い
る
物
件
に
加
え
、
水
道

の
使
用
者
情
報
か
ら
閉
栓
し
て
い
る
住
宅
や
水

道
の
使
用
が
一
定
期
間
な
か
っ
た
住
宅
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
こ
の
リ
ス
ト
に
基
づ
き
、

１
２
９
２
件
に
つ
い
て
訪
問
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
訪
問
調
査
で
は
、
建
築
物
の
概
要
や
敷
地

の
状
況
等
を
総
合
的
に
評
価
し
、
７
６
６
件
の

住
宅
が
空
家
等
候
補
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

今
年
度
は
、
さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
、
よ
り
具
体
的
な
空
き
家
の
実
態
把
握

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

電子商品券アプリの画面とアイコン
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認
定
議
案
第
１
号
関
係　

消
防
費

能
登
半
島
地
震
へ
の
出
動
な
ど
で

消
耗
品
費
の
支
出
が
増
加

　
　

消
防
・
救
急
事
業
費
の
う
ち
消
耗
品
費
の
対

予
算
比
増
の
要
因
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

能
登
半
島
地
震
に
よ
る
緊
急
消
防
援
助
隊
の

出
動
に
伴
う
突
発
的
な
支
出
や
、
次
年
度
採
用

職
員
を
増
員
し
た
こ
と
に
よ
る
被
服
な
ど
の
購

入
に
よ
る
も
の
で
す
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　

教
育
費

運
動
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め

大
学
の
講
師
に
よ
る
研
修
を
実
施

　
　

子
ど
も
の
体
力
向
上
実
践
事
業
委
託
料
の
詳

細
及
び
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

将
来
に
わ
た
り
運
動
好
き
な
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
、
至
学
館
大
学
の
講
師

に
よ
る
実
技
研
修
を
５
回
と
講
演
会
を
１
回
実

施
し
ま
し
た
。

　
　

効
果
と
し
て
は
、
研
修
や
講
演
会
を
通
じ
て
、

教
員
が
運
動
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
方
策
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

認
定
議
案
第
２
号
関
係　

国
保
事
業
特
別
会
計

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的
と
し
た

１
日
実
践
型
教
室
な
ど
を
実
施

　
　

特
定
保
健
指
導
委
託
料
の
詳
細
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的
と
し
た
、
１
日

実
践
型
教
室
を
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
で
実
施
し

ま
し
た
。
委
託
先
は
、
公
益
財
団
法
人
愛
知
県

健
康
づ
く
り
振
興
事
業
団
で
す
。

　
　

ま
た
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ

る
方
に
、
６
か
月
間
の
保
健
指
導
等
を
行
う
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
ま
し
た
。
委
託
先
は
、

一
般
社
団
法
人
半
田
市
医
師
会
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
で
す
。

認
定
議
案
第
５
号
関
係　

下
水
道
事
業
会
計

広
域
汚
泥
処
理
事
業
の
次
期
焼
却
炉

令
和
10
年
か
ら
供
用
開
始
の
予
定

　
　

広
域
汚
泥
処
理
事
業
建
設
負
担
金
の
内
容
及

び
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

衣
浦
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
県
及
び
東

海
市
、
常
滑
市
、
知
多
市
で
行
っ
て
い
る
広
域

汚
泥
処
理
事
業
の
次
期
焼
却
炉
に
つ
い
て
、
基

本
設
計
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
本
市
の
負
担
金

で
す
。

　
　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

実
施
設
計
を
行
い
、
順
次
、
機
器
の
製
作
及
び

建
設
工
事
に
着
手
し
、
10
年
４
月
か
ら
供
用
を

開
始
す
る
計
画
で
す
。

特　

別　

会　

計

企　

業　

会　

計

企業会計決算一覧
（単位：円）

会　計　別 収　　入 支　　出

水
道
事
業

収益的収支  1,396,457,035  1,166,434,337

資本的収支    230,048,046    801,172,396

下
水
道
事
業

収益的収支  2,090,797,334  1,983,014,027

資本的収支  1,108,576,055  1,357,350,965

（消費税及び地方消費税を含む）

一般会計・特別会計決算一覧
（単位：円）

会　計　別 歳　　入 歳　　出

一　般　会　計 32,484,211,508 31,182,185,425

特
別
会
計

国 民 健 康
保 険 事 業  7,577,828,777  7,495,011,540

後期高齢者
医 療 事 業  1,439,007,554  1,426,390,769

小　　計  9,016,836,331  8,921,402,309

合　　　計 41,501,047,839 40,103,587,734

各会計の説明

一般会計
　福祉、子育て、教育、土木などの基本的な施策を行うための会計で、市税などを主な財源としており、
市の予算の中心となるものです。

特別会計
　国民健康保険事業など、特定の目的や収入がある事業については、一般会計と分けて「特別会計」
とし、事業ごとの収支を明確にしています。
　本市には、国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療事業特別会計の２つの特別会計があります。

企業会計
　会社経営のように、複式簿記・発生主義による会計です。
　本市には、水道事業会計、下水道事業会計の２つの企業会計があります。
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一般会計歳入 324億8421万円

一般会計歳出 311億8219万円
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災
害
時
を
想
定
し

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
を
取
り
入
れ
指
導

　
　

小
中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　

小
学
６
年
生
や
中
学
１
年
生
の
理
科
で
災
害

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
ほ
か
、
小
学
４
年
生
の

社
会
科
で
地
域
の
危
険
箇
所
を
市
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
確
認
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
、
調
べ
学
習
を
行
っ
た

り
避
難
所
体
験
を
し
た
り
し
て
い
る
学
校
も
あ

り
、
災
害
時
の
対
策
や
心
得
な
ど
を
学
ん
で
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
が
起
き
た
際
に
、
安
全

に
避
難
行
動
が
取
れ
る
よ
う
日
頃
か
ら
ル
ー
ル

を
守
る
、
集
合
や
整
列
な
ど
の
基
本
動
作
を
素

早
く
行
う
な
ど
、
平
常
時
と
災
害
時
を
隔
て
な

い
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

さ
す
ま
た
を
新
た
に
14
本
購
入
し

庁
舎
内
に
計
16
本
設
置

　
　

庁
舎
内
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

７
月
16
日
に
高
浜
市
役
所
で
発
生
し
た
事
件

を
受
け
、
知
多
警
察
署
に
講
師
を
依
頼
し
、
８

　

月
７
日
に
さ
す
ま
た
を
使
用
し
た
不
審
者
対
応

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
す
ま
た
は
、
刃
物

を
持
っ
た
相
手
に
対
し
て
、
刃
先
が
届
か
な
い

安
全
な
距
離
か
ら
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
今
回
新
た
に
14
本
購
入
し
庁
舎
内
に
計
16

本
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
に
は
37
人
の
職

員
が
参
加
し
、
不
審
者
へ
の
対
応
方
法
や
、
さ

す
ま
た
の
使
い
方
に
つ
い
て
実
践
を
通
し
て
学

ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

ま
た
、
庁
舎
内
に
は
、
不
審
者
の
侵
入
や
盗

難
な
ど
の
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
、
常
時
録
画

の
防
犯
カ
メ
ラ
を
17
台
設
置
し
て
い
ま
す
。

地
震
災
害
時
の
指
定
避
難
所

法
令
の
基
準
を
満
た
す
20
か
所

　
　

大
規
模
地
震
に
お
け
る
指
定
避
難
所
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　

地
震
災
害
に
対
す
る
本
市
の
指
定
避
難
所
は
、

小
中
学
校
を
は
じ
め
20
か
所
の
公
共
施
設
を
指

定
し
て
い
ま
す
。
基
準
と
し
て
は
、
災
害
対
策

基
本
法
施
行
令
に
よ
る
も
の
に
加
え
、
発
災
後

数
日
以
上
宿
泊
す
る
た
め
、
延
床
面
積
が
お
お

む
ね
５
０
０
㎡
以
上
と
し
て
い
ま
す
。
収
容
可

能
人
数
は
、
避
難
初
期
は
一
人
当
た
り
占
有
面

積
を
２
㎡
と
し
て
約
２
万
６
０
０
０
人
、
避
難

所
生
活
が
長
期
化
し
た
際
は
、
一
人
当
た
り
３

㎡
と
し
て
、
約
１
万
７
０
０
０
人
で
す
。
な
お
、

地
区
集
会
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
設
置
基
準
の

問
題
な
ど
が
あ
り
、
現
状
、
指
定
避
難
所
と
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
規
模
災
害
に
備
え

簡
易
ト
イ
レ
な
ど
を
３
８
１
基
整
備

　
　

大
規
模
災
害
に
備
え
た
ト
イ
レ
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

本
市
で
は
、
内
閣
府
が
示
し
て
い
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
避
難
者
50
人
に
対
し
１
基

程
度
に
な
る
よ
う
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
　

愛
知
県
が
発
表
し
た
本
市
の
想
定
避
難
者
数

１
万
５
０
０
０
人
に
対
し
、
組
立
て
式
の
簡
易

ト
イ
レ
２
２
５
基
、
便
槽
に
貯
留
す
る
方
式
の

仮
設
ト
イ
レ
36
基
、
身
体
障
が
い
者
対
応
型
ト

イ
レ
46
基
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
専
用
ト
イ
レ
20
基
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
54
基
の
計
３
８
１
基
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

市
政
に
対
す
る

一
般
質
問

　

第
４
回
定
例
会
本
会
議
で
、13
人
の
議
員
が
、市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
員
名
の
下
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
各
議
員
の
質
問
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

市
民
ク
ラ
ブ

藤

井

貴

範

公
明
党
議
員
団

泉

清

秀

公
明
党
議
員
団

小

浦

智

夫

さすまた訓練の様子

マンホールトイレ
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令
和
７
年
度
か
ら
学
校
体
育
館
に

順
次
エ
ア
コ
ン
を
設
置
予
定

　
　

小
中
学
校
が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
そ
の
環
境
整
備
と
い
う
観
点
か

ら
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　

全
て
の
普
通
教
室
と
、
図
書
室
、
音
楽
室
な

ど
一
部
の
特
別
教
室
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
７
年
度
か
ら
中
学
校
体
育
館
へ
の
設

置
を
順
次
進
め
ま
す
。
そ
の
後
に
小
学
校
体
育

館
に
設
置
し
て
い
く
考
え
で
す
。

北
街
区
に
駐
車
場
を
整
備
予
定

周
辺
の
樹
木
伐
採
に
つ
い
て
は
未
定

　
　

朝
倉
駅
周
辺
整
備
に
伴
う
西
平
井
ち
び
っ
子

広
場
の
樹
木
伐
採
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

西
平
井
ち
び
っ
子
広
場
は
、
朝
倉
駅
周
辺
整

備
基
本
構
想
に
お
い
て
、
北
街
区
に
含
ま
れ
て

お
り
、
新
庁
舎
建
設
予
定
地
の
中
街
区
で
不
足

す
る
駐
車
場
を
北
街
区
で
確
保
す
る
計
画
と
し

て
い
ま
す
。
西
平
井
ち
び
っ
子
広
場
を
含
む
緑

地
帯
は
、
駐
車
場
と
し
て
測
量
及
び
設
計
を
し

て
い
ま
す
が
、
緑
町
周
辺
全
体
で
駐
車
場
の
確

保
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
西
平
井
ち
び
っ
子

広
場
の
樹
木
伐
採
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。

傷
病
者
の
搬
送
時
間
短
縮
に
向
け

消
防
車
な
ど
を
活
用

　
　

傷
病
者
の
病
院
収
容
所
要
時
間
短
縮
に
向
け

た
工
夫
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

救
急
件
数
の
増
加
に
よ
り
、
救
急
車
の
病
院

収
容
所
要
時
間
は
全
国
的
に
延
伸
傾
向
で
、
本

市
も
同
様
で
す
。
そ
の
中
で
も
傷
病
者
を
よ
り

早
く
安
全
に
病
院
収
容
す
る
た
め
、
狭
い
現
場

な
ど
搬
送
に
苦
慮
す
る
事
案
で
は
、
消
防
車
を

同
時
に
出
動
さ
せ
て
対
応
す
る
隊
員
を
増
や
し

ま
す
。
ま
た
、
救
助
事
案
に
は
救
助
工
作
車
が

出
動
し
、
傷
病
者
を
安
全
な
場
所
に
移
動
す
る

な
ど
の
救
急
支
援
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
通
報
内
容
だ
け
で
は
状
況
が
分
か
ら

な
い
救
急
現
場
に
お
い
て
、
消
防
車
を
活
用
し

た
連
携
活
動
に
よ
り
、
病
院
収
容
所
要
時
間
の

短
縮
に
努
め
て
い
ま
す
。

基
幹
配
水
管
の
耐
震
化
率
は
21
％

令
和
42
年
度
ま
で
の
完
了
が
目
標

　
　

本
市
に
お
け
る
基
幹
配
水
管
の
耐
震
化
率
及

び
市
内
全
域
の
耐
震
化
が
完
了
す
る
時
期
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
　

本
市
で
は
、
口
径
２
０
０
㎜
以
上
の
配
水
管

の
う
ち
、
給
水
管
の
分
岐
の
な
い
も
の
を
基
幹

配
水
管
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
耐
震
化
率
は
令

和
５
年
度
末
時
点
で
21
％
で
す
。

　
　

基
幹
配
水
管
は
、
配
水
管
の
中
で
も
水
の
供

給
に
当
た
っ
て
主
要
な
管
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

計
画
的
に
耐
震
化
を
進
め
、
令
和
42
年
度
ま
で

の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け

地
域
計
画
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
む

　
　

耕
作
放
棄
地
の
現
状
及
び
解
消
に
向
け
た
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

市
内
の
耕
作
放
棄
地
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

令
和
５
年
度
時
点
で
農
地
全
体
の
11
・
９
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
解
消
に
向
け
た
今
後
の
取
組

　

と
し
て
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
農
地

の
利
用
状
況
、
現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

所
有
者
に
対
し
、
適
正
な
管
理
を
指
導
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
７
地
区
に
お
い
て
将
来

の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る「
地
域
計
画
」

を
作
成
す
る
た
め
話
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
担
い
手
農
家
に
対
し
、
ま
と
ま
り
の
あ

る
形
で
農
地
を
貸
し
付
け
る
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
優
良
農
地
の
保
全
と
耕
作
放
棄

地
の
防
止
、
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

国
が
改
正
し
た
保
育
士
配
置
基
準
に

順
次
、
対
応
す
る
予
定

　
　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
人
員
体
制
及
び
国

の
保
育
士
の
配
置
基
準
改
正
へ
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　

令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で
公
立
園
の
保
育

士
及
び
幼
稚
園
教
諭
の
人
数
は
、
正
職
員
１
５ 

２
人
、
会
計
年
度
任
用
職
員
２
８
２
人
で
す
。

　
　

本
市
の
保
育
士
の
配
置
基
準
は
、
保
育
士
１

人
で
保
育
可
能
な
人
数
を
０
歳
児
は
３
人
ま
で
、

１
歳
児
は
５
人
ま
で
、
２
歳
児
は
６
人
ま
で
と

し
て
お
り
、
２
歳
児
以
下
は
改
正
後
の
国
の
基

準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
入
所
希
望
の

状
況
を
踏
ま
え
て
、
３
歳
児
は
15
人
ま
で
、
４

歳
児
及
び
５
歳
児
は
25
人
ま
で
と
す
る
国
の
基

準
を
満
た
す
よ
う
順
次
対
応
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団

久

野

た

き

創
政
会

安

島

崇

展

創
政
会

伊

藤

正

明

松
風
会

服

部

洋

志

創
政
会

竹

内

祥

浩

地域計画作成に向けた話合いの様子
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業
務
改
善
や
働
き
方
改
革
の
た
め

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
を
導
入

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
導
入
及
び
使

用
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
環
境
の
あ
る
「
Ｌ

ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
」
を
令
和
６
年
５
月
末
か
ら

導
入
し
て
い
ま
す
。
導
入
の
目
的
は
、
時
間
や

場
所
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
情
報
の
共
有

や
、
伝
達
の
迅
速
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
、
業
務
の
生
産
性
を

改
善
し
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

　
　

市
長
を
は
じ
め
職
員
４
８
９
人
が
、
職
員
用

の
パ
ソ
コ
ン
で
使
用
す
る
ほ
か
、
個
人
の
ス
マ 

ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
使
用
可
能
で
、
使
用
件
数
は

順
調
に
伸
び
て
い
る
状
況
で
す
。
現
場
か
ら
の

　

写
真
の
共
有
に
よ
る
早
期
の
状
況
確
認
や
、
適

切
な
対
応
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

就
農
環
境
整
備
や
土
地
改
良
事
業
で

農
業
の
維
持
・
発
展
を
図
る

　
　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し
の

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

日
長
地
区
の
農
用
地
区
域
内
に
お
い
て
、
土

地
改
良
事
業
や
次
期
工
業
用
地
を
整
備
す
る
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年

に
策
定
し
た
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体

見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
計
画
で
は
、
農
用
地
の
利
用
、
農
業
生

産
基
盤
の
整
備
開
発
、
農
用
地
な
ど
の
保
全
な

ど
に
関
す
る
今
後
10
年
間
の
総
合
的
な
農
業
の

振
興
計
画
を
定
め
ま
す
。
次
世
代
の
農
業
後
継

者
の
育
成
に
つ
な
が
る
就
農
環
境
の
整
備
や
、

土
地
改
良
事
業
を
進
め
る
こ
と
で
、
本
市
の
農

業
の
維
持
発
展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
内
30
の
公
共
施
設
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
可
能

　
　

公
共
施
設
等
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導

入
調
査
の
詳
細
及
び
結
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

公
共
施
設
な
ど
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
導

　

入
に
向
け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
30
施
設
を

対
象
と
し
、
各
施
設
の
周
辺
環
境
や
既
存
の
建

物
へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
し
た
発
電
規
模
、
設

置
の
方
法
や
効
果
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
全
て
の
施
設
に
お
い
て
設
置

可
能
と
判
断
し
、
発
電
規
模
の
合
計
は
約
１
８ 

０
０
kw
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
年
間
で

約
１
３
０
０
ｔ
削
減
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　
　

ま
た
、
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
方
式
に
よ
り
設

備
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
電
気
料
金
単
価
が
現

行
よ
り
下
が
る
見
込
み
と
な
り
、
経
済
性
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け

指
導
者
向
け
研
修
会
を
開
催

　
　

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
・
地
域
連
携

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

本
市
に
お
い
て
は
、
令
和
７
年
９
月
か
ら
部

活
動
は
平
日
の
み
と
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
に

つ
い
て
は
活
動
を
行
い
ま
せ
ん
。
休
日
に
活
動

し
た
い
生
徒
は
、
地
域
の
団
体
が
主
体
と
な
っ

て
行
う
活
動
へ
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

部
活
動
と
い
う
概
念
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
主

的
に
や
り
た
い
こ
と
を
学
ぶ
習
い
事
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。

　
　

意
向
調
査
の
結
果
、
中
学
生
の
受
入
れ
可
能

な
ジ
ュ
ニ
ア
団
体
は
35
団
体
で
、
一
般
団
体
は

29
団
体
で
す
。
７
年
度
は
、
中
学
生
を
受
け
入

れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
団
体
の
指
導
者
向
け
研
修
会
を

開
催
し
、
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に

各
校
で
地
域
学
校
協
働
活
動
を
展
開

　
　

地
域
学
校
協
働
活
動
の
実
績
及
び
小
学
校
と

中
学
校
の
活
動
の
違
い
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

各
学
校
に
配
置
さ
れ
た
ち
た
っ
子
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

南
粕
谷
小
学
校
で
は
、
地
域
の
人
材
を
活
か
し

た
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
よ
る
か
す
や
交
流

講
座
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
か
す
や
っ
こ
ラ

ウ
ン
ジ
だ
よ
り
を
発
行
し
ま
し
た
。
旭
南
小
学

校
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
校
区

探
検
の
補
助
を
実
施
し
ま
し
た
。
旭
南
中
学
校

で
は
、
夏
祭
り
や
小
学
校
の
図
書
室
環
境
整
備

に
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
小
学
校
で

は
地
域
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
中
心
に
、
中
学
校
で

は
地
域
の
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
を
中
心
に
考
え
て
い
ま
す
。

ＬｏＧｏチャットの画面

かすや交流講座の様子

創
政
会

髙

橋

至

市
民
ク
ラ
ブ

中

山

貴

弘

市
民
ク
ラ
ブ

藤

沢

巌
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新
庁
舎
建
設
工
事
費
約
89
・
５
億
円

職
員
駐
車
場
整
備
費
な
ど
は
含
ま
ず

　
　

現
在
の
約
３
１
０
台
の
職
員
駐
車
場
に
係
る

代
替
地
の
規
模
や
立
地
に
つ
い
て
、
近
隣
市
の

新
庁
舎
の
総
工
費
に
つ
い
て
、
並
び
に
新
庁
舎

建
設
工
事
費
89
億
４
８
０
０
万
円
に
、
職
員
駐

車
場
の
整
備
費
及
び
現
庁
舎
の
解
体
費
は
計
上

さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

職
員
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
緑
町
周
辺
で
の

確
保
を
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。
近
隣
市
の
新

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
常
滑
市
は
令
和
２
年
度
竣

工
の
57
億
５
０
０
０
円
、
半
田
市
は
平
成
26
年

度
竣
工
の
51
億
８
２
５
万
円
で
す
。
新
庁
舎
建

設
工
事
費
の
債
務
負
担
行
為
額
は
、
新
庁
舎
の

建
設
費
、
造
成
費
及
び
外
構
費
分
で
あ
り
、
職

員
駐
車
場
整
備
費
及
び
現
庁
舎
解
体
費
は
計
上

し
て
い
ま
せ
ん
。

知
多
市
舗
装
修
繕
計
画
に
基
づ
き

市
道
の
舗
装
機
能
維
持
に
努
め
る

　
　

市
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

区
画
線
に
つ
い
て
は
、
１
・
２
級
市
道
で
は

年
２
回
の
定
期
点
検
を
、
そ
の
他
の
路
線
で
は

日
常
的
な
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
状
況
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
確
認
作
業
な
ど

に
よ
り
、
路
線
の
重
要
性
や
摩
耗
の
進
行
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
順
次
、
補
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
舗
装
に
つ
い
て
は
、
１
・
２

級
市
道
の
車
道
を
対
象
と
し
て
、
知
多
市
舗
装

修
繕
計
画
を
策
定
し
、
５
年
ご
と
に
路
面
の
点

検
を
行
い
、
順
次
、
補
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
地
区
要
望
な
ど
に
基
づ

き
、
通
行
へ
の
支
障
や
事
故
の
危
険
性
が
あ
る

箇
所
に
つ
い
て
は
補
修
を
実
施
し
、
舗
装
の
機

能
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

松
風
会

冨 

田 

一
太
郎

新
緑
知
多

川

脇

裕

之

本会議の会議録・録画映像が
ご覧になれます

　過去の本会議会議録及び本会議録
画映像を、インターネット上の次の
場所でそれぞれ公開しています。
　スマートフォンからのアクセスに
は、次のＱＲコードを御利用ください。

【会議録】

市ホームページ → 市議会 → 

議会　会議録検索→ 会議録検索 → 

会議録検索（外部リンク）

【録画映像】

市ホームページ → 市議会 → 

本会議映像配信 → 本会議録画映像配信

→ 本会議録画映像（外部リンク）

会議録

録画映像

＝議会を傍聴してみませんか＝　　11月・12月の議会開催日程（予定）

11月５日（火） 全員協議会

11月22日（金） 議会運営委員会

12月６日（金） 第５回定例会本会議（開会・議案上程）

12月９日（月） 本会議（一般質問）

12月10日（火） 本会議（一般質問）

12月11日（水） 本会議（議案審議・委員会付託）

12月12日（木） 福祉文教委員会

12月13日（金） 建設経済委員会

12月16日（月） 総務委員会

12月18日（水） 議会運営委員会

　　　　　　　　広報広聴委員会

12月20日（金） 本会議（委員長報告・討論・採決・閉会）

　　　　　　　　全員協議会

※　各常任委員会の開催日程は、11月22日頃に決定します。
　　時間はいずれも午前９時30分からを予定していますが、詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
　　また、手話通訳または要約筆記を希望される方は、事前に事務局までお申し込みください。
　　なお、市役所庁舎１階ロビーにおいて、本会議の様子をモニターでライブ中継します。

　　広報広聴委員会については、令和７年１月に２回の開催を予定しています。
　　（詳しくは、知多市ホームページ内の市議会のぺージをご覧ください。）
　　電　話　０５６２ - ３６ - ２６８５（直通）　　ＦＡＸ　０５６２ - ３３ - ８２９９
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国の私学助成の拡充に関する意見書

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の
堅持及び拡充を求める意見書

　私立高校は、それぞれの建学の精神に基づき、多様な特色のある公教育を行うとともに、時代の要請に応じた教

育改革に取り組んでおり、学校教育において公立高校とともに極めて重要な役割を担っている。

　国においては、昭和50年に学費の公私間格差是正を目的とした私立学校振興助成法を制定し、各種助成措置を講

じてきた。とりわけ平成22年度の公立高校の授業料無償化と同時に始まった私立高校生に対する「就学支援金」制

度では、令和２年度から年収590万円未満世帯の授業料平均額の無償化が実施され、愛知県においては就学支援金

の増額分を全額活用して、年収720万円未満世帯の授業料と入学金の無償化を実現した。この間、学費滞納など経

済的理由による退学者は大幅に減少しており、国のこれまでの私学助成政策は着実に成果を生んでいる。

　それでもなお、年収910万円未満世帯までが無償化され、それ以上の所得がある家庭でも年間約12万円の学費で

通うことのできる公立高校と比べて、私立高校では大きな学費負担が残されている。

　今日、高校への進学率は約90パーセントに達し、高校生の３人に１人が私立高校に通っている。教育基本法にう

たわれる「教育の機会均等」と「私立学校教育の振興」に向けた学費の「公私格差是正」と「教育の公平」は、全

ての子どもと父母の切実な願いである。その土台となる国の就学支援金制度の拡充は引き続き重要な課題となって

おり、加えて、財政が不安定な私立学校が公立学校と同一水準の教育条件を確保していくためには、私学助成の国

庫補助と地方交付税交付金による経常費助成の国基準単価を来年度も引き続き拡充していくことが求められる。

　よって、国におかれては、国の責務と私立高校の重要性に鑑み、父母負担の公私格差を是正するために「就学支

援金」制度を一層拡充するとともに、私立学校振興助成法に基づく国庫補助制度を堅持し、私立学校への国庫補助

金と、それに伴う地方交付税交付金を充実することで、私立高校の経常費補助の一層の拡充を図られるよう要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和６年９月３０日

愛知県知多市議会

　未来を担う子どもたちが夢や希望を持ち、健やかに成長していくことは、全ての国民の切なる願いである。しか

し、学校現場では、子どもたちの健全育成に向けて、日々真摯に教育活動に取り組んでいるものの、いじめや不登

校など子どもたちを取り巻く教育課題は依然として解決されていない。また、特別な支援や日本語の教育を必要と

する子どもも多く、一人ひとりに応じた適切な支援を行うための十分な時間が確保できないなどの課題にも直面し

ている。本年度は、政府予算において、小学校における高学年の教科担任制の強化や35人学級の計画的な整備など

のための教職員定数改善が盛り込まれた。しかしながら、中学校における少人数学級の推進や教職員定数改善計画

は依然として示されておらず、子どもたちの健やかな成長を支えるための施策としては、不十分なものであると言

わざるを得ない。少人数学級は、地域・保護者からも一人ひとりの子どもにきめ細かな対応ができるという声が多

く聞かれる。山積する課題に対し、全ての子どもたちに行き届いた教育を行うためにも少人数学級のさらなる拡充

を含めた定数改善計画の早期策定・実施が不可欠である。

　また、子どもたちが全国どこに住んでいても、均等に一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請である。

しかし、三位一体改革により、義務教育費国庫負担制度の国庫負担率は、２分の１から３分の１に引き下げられた

ままであり、自治体の財政は圧迫されている。教育の機会均等と水準確保のために、義務教育費国庫負担制度の堅

持とともに、国庫負担率を２分の１へ復元することは、国が果たさなければならない大きな責任の一つである。

　よって、国におかれては、来年度の政府予算編成に当たり、定数改善計画の早期策定・実施と、義務教育費国庫

負担制度の堅持とともに、国庫負担率２分の１への復元に向けて、十分な教育予算を確保されるよう強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和６年９月３０日

愛知県知多市議会

※�　上記意見書を内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、財務大臣、総務大臣、衆議院議長、参議院議長に

提出しました。

※�　上記意見書を内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、財務大臣、総務大臣、衆議院議長、参議院議長に提出

しました。
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刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書

　冤罪は、国家による最大の人権侵害の一つである。冤罪被害者の人権救済は、地域住民の人権を守る義務を

有する地方自治体にとって重要な課題といえる。

　現在の法制度において、冤罪被害者を救済するための制度としては「再審」がある。しかし、その手続を定

めた法律（刑事訴訟法第４編「再審」。以下「再審法」という。）には、再審請求手続の審理の在り方に関する

規定がほとんどなく、裁判所の広範な裁量に委ねられている。このように、いわば「再審のルール」が存在し

ない状態となっているため、再審請求手続の審理の進め方は、事件を担当する裁判官によってまちまちとなっ

ており、審理の適正さが制度的に担保されず、公平性も損なわれている。

　その中でも、とりわけ再審における証拠開示の問題は重要である。過去の多くの冤罪事件では、警察や検察

庁といった捜査機関の手元にある証拠が再審段階で明らかになって、それが冤罪被害者を救済するための大き

な原動力となっている。したがって、冤罪被害者を救済するためには、捜査機関の手元にある証拠を利用でき

るよう、これを開示させる仕組みが必要であるが、現行の再審法にはそのことを定めた明文の規定が存在せず、

再審請求手続において証拠開示がなされる制度的保障はない。そのため、裁判官や検察官の対応いかんで、証

拠開示の範囲に大きな差が生じているのが実情であって、このような格差を是正するためには、証拠開示のルー

ルを定めた法律の制定が不可欠である。

　しかも、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不服申立てを行う事例が相次いでおり、冤罪被害者の

速やかな救済が妨げられている。しかし、再審開始決定は、裁判をやり直すことを決定するにとどまり、有罪・

無罪の判断は再審公判において行うことが予定されており、そこでは検察官にも有罪立証をする機会が与えら

れている。したがって、再審開始決定がなされたのであれば、速やかに再審公判に移行すべきであって、再審

開始決定という、いわば中間的な判断に対して検察官の不服申立てを認めるべきではない。

　よって、国におかれては、冤罪被害者を一刻も早く救済するために、再審法を速やかに改正するよう強く求

める。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和６年９月３０日

愛知県知多市議会

※�　上記意見書を内閣総理大臣、内閣官房長官、法務大臣、衆議院議長、参議院議長に提出しました。

　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
前
列
右
か
ら
、
伊
藤
正
明
、
藤
沢　

巌
、

後
列
右
か
ら
、
泉　

清
秀
、
石
濵
隼
人
、

中
山
貴
弘
、
服
部
洋
志
、
竹
内
祥
浩
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

委
員
会
の
所
管
は
、
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事

項
、
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す
る
条
例

等
に
関
す
る
事
項
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

で
す
。 議

会
運
営
委
員
会

委 

員 

紹 

介
副委員長 委 員 長
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第 13 回　知多市議会　議会報告会

　８月３日、勤労文化会館やまももホールにおいて、第13回知多市議会議会報告会を開催し34人の方

に御参加いただきました。

　第１部　議会報告（３月・６月定例会）

　　　　　以下、３つの委員会の各委員会担当者から議案の報告や委員会の審査経過などを説明

　　　　　①　総務委員会（防災・消防など）

　　　　　②　福祉文教委員会（福祉・教育など）

　　　　　③　建設経済委員会（環境・農業など）

　第２部　意見交換会（①未来を見据えた子育て支援②みんなで考えよう♪知多市観光コース）

　　　　　当日のアンケート結果の集計などを、市議会のホームページに掲載しています。

　知多市議会は、議員親睦会事業として交通安全啓発活動を実施しました。

　　日　時：９月26日（木）午後４時から５時まで

　　内　容：秋の全国交通安全運動期間に合わせ、子どもや高齢者をはじめとする歩行者の安全確保

　　　　　　を啓発し、広く交通安全を呼びかけました。

　　　　　　　（協力：知多警察署）

議会報告会の様子

市役所南交差点で交通安全を呼びかける様子

議会活動メモ


